
(57)【要約】

【課題】押出機の内部における原料の分散不良を防ぐこ

とができ、押出機を使用して成型品を長時間連続して作

ることができるペレットおよびその製造方法を提供する

。

【解決手段】成形加工によって作られる成型品の原料を

構成するペレット１Ａであり、ペレット１Ａが、親水性

高分子の微粉体、ポリオレフィン系熱可塑性合成樹脂の

微粉体、植物繊維の微粉体、無機化合物の微粉体、の混

合物であって、所定量の水分を含有し、それら微粉体の

粒子径が３０～２００μｍの範囲、ペレット１Ａの水分

含有量がペレット１Ａの全重量に対して５～３０％の範

囲にあり、それら微粉体がペレット１Ａに略均一に分散

している。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
成 形 加 工 に よ っ て 作 ら れ る 成 型 品 の 原 料 を 構 成 す る ペ レ ッ ト に お い て 、
前 記 ペ レ ッ ト が 、 親 水 性 高 分 子 か ら 形 成 さ れ た 第 １ 微 粉 体 と 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性
合 成 樹 脂 と 植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 形 成 さ れ た 第 ２ 微 粉 体 と
の 混 合 物 で あ っ て 、 所 定 量 の 水 分 を 含 有 し 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 の 粒 子 径 が 、 ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 前 記 ペ レ ッ ト の 水 分 含
有 量 が 、 前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 し て ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微
粉 体 が 、 前 記 ペ レ ッ ト に 略 均 一 に 分 散 し て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 ペ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 親 水 性 高 分 子 の 重 量 比 が ５ ～ ６ ９ ． ５ ％ 、 前 記 ペ レ ッ
ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 合 成 樹 脂 の 重 量 比 が １ ０ ～ ５ ０ ％ 、 前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 す
る 前 記 植 物 繊 維 の 重 量 比 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ 、 前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 無 機 化 合 物
の 重 量 比 が ０ ． ５ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 に あ る 請 求 項 １ 記 載 の ペ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ペ レ ッ ト が 、 １ ０ ０ ～ ４ ９ ０ Ｎ の 圧 力 で 崩 壊 す る と と も に 、 １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃ の 温 度
で 溶 解 す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ペ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ペ レ ッ ト の 嵩 比 重 が 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ の 範 囲 に あ る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ い ず れ か
に 記 載 の ペ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ペ レ ッ ト が 、 略 円 柱 状 を 呈 し 、 前 記 ペ レ ッ ト の 長 さ が 、 ０ ． ５ ～ １ ０ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲
、 前 記 ペ レ ッ ト の 直 径 が 、 １ ． ０ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ い ず
れ か に 記 載 の ペ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
成 形 加 工 に よ っ て 作 ら れ る 成 型 品 の 原 料 を 構 成 す る ペ レ ッ ト の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 方 法 が 、 親 水 性 高 分 子 か ら 形 成 さ れ た 第 １ 微 粉 体 と 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成
樹 脂 と 植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 形 成 さ れ た 第 ２ 微 粉 体 と に 水
を 加 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 を 前 記 水 と と も に 混 練 し て 流 動 性 混 合 物 を 製 造 す る 混
合 物 製 造 工 程 と 、 前 記 流 動 性 混 合 物 を 湿 式 造 粒 し た 後 、 乾 燥 さ せ て 前 記 ペ レ ッ ト を 製 造 す
る ペ レ ッ ト 製 造 工 程 と か ら 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 の 粒 子 径 が 、 ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 前 記 混 合 物 製 造 工 程 で
加 え ら れ る 前 記 水 の 割 合 が 、 前 記 混 合 物 製 造 工 程 で 混 練 さ れ る 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体
の 全 重 量 に 対 し て ２ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 に あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 成 形 加 工 に よ っ て 作 ら れ る 成 型 品 の 原 料 を 構 成 す る ペ レ ッ ト お よ び そ の 製 造 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ３ ８ ０ ０ 公 報 は 、 紙 成 分 と 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 と 植 物 性 材 料 と 水 と を 押
出 機 の 内 部 で 加 熱 し な が ら 混 練 し 、 押 出 機 の 内 部 に お け る 水 の 気 化 を 利 用 し て 紙 成 分 と 合
成 樹 脂 と 植 物 性 材 料 と か ら な る 混 合 物 を 所 定 倍 率 に 発 泡 さ せ た 発 泡 材 と そ の 製 造 方 法 を 開
示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 発 泡 材 は 、 紙 成 分 と し て 古 紙 を 破 砕 し た 破 砕 物 を 使 用 し 、 合 成 樹 脂 と し て パ ウ ダ ー 状
の ポ リ プ ロ ピ レ ン ホ モ ポ リ マ ー を 使 用 す る と と も に 、 植 物 性 材 料 と し て コ ー ン ス タ ー チ を
使 用 し て い る 。 こ の 発 泡 材 は 、 そ れ に 古 紙 を 破 砕 し た 破 砕 物 と コ ー ン ス タ ー チ と が 含 ま れ
て い る の で 、 資 源 の 有 効 利 用 に 役 立 つ と と も に 、 発 泡 材 が 合 成 樹 脂 の み か ら 作 ら れ て い る
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場 合 と 比 較 し 、 発 泡 材 の 焼 却 時 に お け る 燃 焼 カ ロ リ ー を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 公 報 に 開 示 の 発 泡 材 で は 、 破 砕 物 や パ ウ ダ ー 状 ポ リ プ ロ ピ レ ン ホ モ ポ リ マ ー 、 コ ー ン
ス タ ー チ 各 々 の 比 重 や 嵩 が 異 な る こ と か ら 、 発 泡 材 の 製 造 時 に 押 出 機 の 内 部 に お い て そ れ
ら が 均 一 に 分 散 せ ず 、 製 造 さ れ た 発 泡 材 の 一 部 分 に 破 砕 物 や コ ー ン ス タ ー チ が 偏 在 す る 場
合 が あ る 。 破 砕 物 や コ ー ン ス タ ー チ が 発 泡 材 の 一 部 分 に 偏 在 す る と 、 そ の 部 分 に お け る 発
泡 材 の 強 度 が 著 し く 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 泡 材 の 製 造 時 で は 、 押 出 機 の 内 部 に お け る 破 砕 物 の 分 散 不 良 に よ っ て 、 破 砕 物 が 押
出 機 の ス ク リ ュ に 集 中 し 、 破 砕 物 が ス ク リ ュ に 絡 ま っ た り 、 混 合 物 に 対 す る ス ク リ ュ の 噛
み 込 み が 不 安 定 と な り 、 そ れ ら に よ っ て ス ク リ ュ の 回 転 に 脈 動 が 生 じ 、 混 合 物 が 発 泡 過 剰
や 発 泡 不 良 を 起 こ し て し ま う 場 合 が あ る 。 ま た 、 こ の 発 泡 材 の 製 造 時 で は 、 押 出 機 の 内 部
に お け る 破 砕 物 の 分 散 不 良 に よ っ て 、 破 砕 物 が ダ イ の 一 部 分 に 集 中 し 、 ダ イ が 目 詰 ま り を
起 こ す 場 合 が あ る の で 、 発 泡 材 を 長 時 間 連 続 し て 製 造 す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 押 出 機 の 内 部 に お け る 原 料 の 分 散 不 良 を 防 ぐ こ と が で き 、 押 出 機 を 使 用
し て 成 型 品 を 長 時 間 連 続 し て 作 る こ と が で き る ペ レ ッ ト お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 前 提 は 、 成 形 加 工 に よ っ て 作 ら れ る 成 型 品 の 原 料 を 構
成 す る ペ レ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 前 提 に お け る 本 発 明 の 特 徴 は 、 前 記 ペ レ ッ ト が 、 親 水 性 高 分 子 か ら 形 成 さ れ た 第 １ 微
粉 体 と 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 と 植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と の う ち の 少 な く と
も １ つ か ら 形 成 さ れ た 第 ２ 微 粉 体 と の 混 合 物 で あ っ て 、 所 定 量 の 水 分 を 含 有 し 、 前 記 第 １
お よ び 第 ２ 微 粉 体 の 粒 子 径 が 、 ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 前 記 ペ レ ッ ト の 水 分 含 有 量 が 、
前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 し て ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 が 、
前 記 ペ レ ッ ト に 略 均 一 に 分 散 し て い る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 と し て は 、 前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 親 水 性 高 分 子 の
重 量 比 が ５ ～ ６ ９ ． ５ ％ 、 前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 合 成 樹 脂 の 重 量 比 が １ ０ ～
５ ０ ％ 、 前 記 ペ レ ッ ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 植 物 繊 維 の 重 量 比 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ 、 前 記 ペ レ
ッ ト の 全 重 量 に 対 す る 前 記 無 機 化 合 物 の 重 量 比 が ０ ． ５ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 一 例 と し て は 、 前 記 ペ レ ッ ト が 、 １ ０ ０ ～ ４ ９ ０ Ｎ の 圧 力 で 崩
壊 す る と と も に 、 １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃ の 温 度 で 溶 解 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 一 例 と し て は 、 前 記 ペ レ ッ ト の 嵩 比 重 が 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ の 範
囲 に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 一 例 と し て は 、 前 記 ペ レ ッ ト が 、 略 円 柱 状 を 呈 し 、 前 記 ペ レ ッ
ト の 長 さ が 、 ０ ． ５ ～ １ ０ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 前 記 ペ レ ッ ト の 直 径 が 、 １ ． ０ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ
の 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 他 の 前 提 は 、 成 形 加 工 に よ っ て 作 ら れ る 成 型 品 の 原 料
を 構 成 す る ペ レ ッ ト の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 製 造 方 法 に お け る 本 発 明 の 特 徴 は 、 前 記 方 法 が 、 親 水 性 高 分 子 か ら 形 成 さ れ た 第 １ 微
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粉 体 と 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 と 植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と の う ち の 少 な く と
も １ つ か ら 形 成 さ れ た 第 ２ 微 粉 体 と に 水 を 加 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 を 前 記 水 と と
も に 混 練 し て 流 動 性 混 合 物 を 製 造 す る 混 合 物 製 造 工 程 と 、 前 記 流 動 性 混 合 物 を 湿 式 造 粒 し
た 後 、 乾 燥 さ せ て 前 記 ペ レ ッ ト を 製 造 す る ペ レ ッ ト 製 造 工 程 と か ら 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ お
よ び 第 ２ 微 粉 体 の 粒 子 径 が 、 ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 前 記 混 合 物 製 造 工 程 で 加 え ら れ る
前 記 水 の 割 合 が 、 前 記 混 合 物 製 造 工 程 で 混 練 さ れ る 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 の 全 重 量 に
対 し て ２ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 に あ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
添 付 の 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 に か か る ペ レ ッ ト お よ び そ の 製 造 方 法 の 詳 細 を 説 明 す る と 、
以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 一 例 と し て 示 す ペ レ ッ ト １ Ａ の 斜 視 図 で あ る 。 こ の ペ レ ッ ト １ Ａ は 、 押 出 成 形 の
技 術 を 利 用 し て 作 ら れ る 発 泡 材 ７ （ 成 型 品 ） の 原 料 を 構 成 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ は 、 親 水 性 高 分 子 ２ か ら 形 成 さ れ た 微 粉 体 Ｐ １ （ 第 １ 微 粉 体 ） と 、 ポ リ オ レ
フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 ３ と 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と か ら 形 成 さ れ た 微 粉 体 Ｐ ２ ，
Ｐ ３ ， Ｐ ４ （ 第 ２ 微 粉 体 ） と を 所 定 の 割 合 で 混 合 し た 混 合 物 で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ペ レ ッ
ト １ Ａ は 、 所 定 量 の 水 分 を 含 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ に は 、 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ 、 合 成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ 、 植 物 繊 維 ４
の 微 粉 体 Ｐ ３ 、 無 機 化 合 物 ５ の 微 粉 体 Ｐ ４ 、 の 各 々 が 略 均 一 に 分 散 し て い る 。 そ れ ら の 微
粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の 粒 子 径 は 、 ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ａ
で は 、 そ れ ら 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 実 質 的 に 目 視 不 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ は 、 円 柱 状 を 呈 す る 固 形 物 で あ り 、 そ の 長 さ Ｌ １ が ０ ． ５ ～ １ ０ ． ０ ｍ ｍ 、
そ の 直 径 Ｌ ２ が １ ． ０ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ａ は 、 そ の 嵩 比 重 が ０ ． ２
～ １ ． ０ の 範 囲 に あ り 、 １ ０ ０ ～ ４ ９ ０ Ｎ の 圧 力 で 崩 壊 す る と と も に 、 １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃
の 温 度 で 溶 解 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
親 水 性 高 分 子 ２ に は 、 植 物 系 天 然 高 分 子 と 合 成 高 分 子 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 使 用 さ
れ て い る 。 親 水 性 高 分 子 ２ は 、 合 成 樹 脂 ３ と 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と を 接 着 す る バ イ
ン ダ ー と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
植 物 系 天 然 高 分 子 に は 、 デ ン プ ン を 使 用 す る こ と が で き る 。 デ ン プ ン に は 、 馬 鈴 薯 、 サ ツ
マ イ モ 、 コ ー ン ス タ ー チ 、 米 デ ン プ ン 、 小 麦 デ ン プ ン 、 コ ン ニ ャ ク 、 タ ピ オ カ 、 改 質 デ ン
プ ン 、 加 工 デ ン プ ン 、 の う ち の 少 な く と も １ つ を 使 用 す る こ と が で き る 。 植 物 系 天 然 高 分
子 に は 、 デ ン プ ン の 他 に 、 ニ カ ワ 、 寒 天 、 フ ス マ 、 ヌ カ 、 オ カ ラ 、 ゼ ラ チ ン 、 の う ち の 少
な く と も １ つ を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
合 成 高 分 子 に は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ア ク リ ル 酸 塩 、 マ イ レ ン 酸 塩 、 油 脂 ワ ッ ク ス 、
の う ち の 少 な く と も １ つ を 使 用 す る こ と が で き る 。 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ は 、 植 物
系 天 然 高 分 子 と 合 成 高 分 子 と を 粉 砕 機 で 微 粉 砕 し て 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 ３ に は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ リ エ チ レ ン と の う ち の い
ず れ か 一 方 、 ま た は 、 そ れ ら を 所 定 の 割 合 で 混 合 し た 樹 脂 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ポ リ プ ロ ピ レ ン に は 、 ブ ロ ッ ク 重 合 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ラ ン ダ ム 重 合 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ホ モ
重 合 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 メ タ ロ セ ン 触 媒 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 変 成 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 の う ち の 少
な く と も １ つ を 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
ポ リ エ チ レ ン に は 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 リ ニ ア 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 中 密 度 ポ リ エ チ レ
ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 メ タ ロ セ ン 触 媒 ポ リ エ チ レ ン 、 変 成 ポ リ エ チ レ ン 、 の う ち の 少
な く と も １ つ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
合 成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ と し て は 、 合 成 樹 脂 ３ の 重 合 過 程 で 生 成 さ れ る ポ リ マ ー 粒 子 を 使
用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 合 成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ は 、 塊 状 の 合 成 樹 脂 ３ を 粉 砕 機 で 微
粉 砕 し て 作 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
植 物 繊 維 ４ に は 、 紙 が 使 用 さ れ て い る 。 紙 に は 、 バ ー ジ ン 紙 や 古 紙 を 使 用 す る こ と が で き
る 。 紙 に は 、 そ れ を 製 造 す る と き に 発 生 す る 破 紙 や 損 紙 を 使 用 す る こ と も で き る 。 紙 に は
、 塩 素 と 蛍 光 増 白 剤 と を 非 含 有 の も の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 古 紙 を 原 料 と し た 植 物
繊 維 ４ は 、 セ ル ロ ー ス 成 分 が ９ ５ ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 紙 か ら 形 成 さ れ た 植 物 繊
維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ３ は 、 紙 を 粉 砕 機 で 微 粉 砕 し て 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
植 物 繊 維 ４ に は 、 製 紙 さ れ る 以 前 の パ ル プ を 使 用 す る こ と も で き る 。 パ ル プ か ら 形 成 さ れ
た 植 物 繊 維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ３ は 、 パ ル プ を 粉 砕 機 で 微 粉 砕 し て 作 る こ と が で き る 。 パ ル プ か
ら 作 ら れ た 植 物 繊 維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ３ は 、 リ グ ニ ン 成 分 が １ ％ 以 下 の も の を 使 用 す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
パ ル プ に は 、 機 械 的 パ ル プ 、 化 学 的 機 械 パ ル プ 、 半 化 学 的 パ ル プ 、 化 学 的 パ ル プ 、 の う ち
の 少 な く と も １ つ を 使 用 す る こ と が で き る 。 パ ル プ は 、 木 材 パ ル プ を 使 用 す る こ と が 好 ま
し い が 、 木 材 パ ル プ に ぼ ろ パ ル プ や 茎 桿 パ ル プ 、 靭 皮 パ ル プ 等 の う ち の 少 な く と も １ つ を
混 合 す る こ と も で き る 。 パ ル プ は 、 塩 素 と 蛍 光 増 白 剤 と を 非 含 有 の も の を 使 用 す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
植 物 繊 維 ４ に は 、 紙 や パ ル プ の 他 に 、 植 物 自 体 を 使 用 す る こ と も で き る 。 植 物 か ら 形 成 さ
れ た 植 物 繊 維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ３ は 、 植 物 を 粉 砕 機 で 微 粉 砕 し て 作 る こ と が で き る 。 植 物 に は
、 パ ガ ス 、 ケ ナ フ 、 ア シ 、 麻 、 ミ ツ マ タ 、 コ ー ゾ 、 ガ ン ビ 、 竹 、 の う ち の 少 な く と も １ つ
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
無 機 化 合 物 ５ は 、 酸 化 チ タ ン 、 タ ル ク 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 ク レ ー 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫
酸 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 カ オ リ ン 、 水 酸 化 ア ル ミ 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 華 、
貝 殻 カ ル シ ウ ム 、 石 炭 、 の う ち の 少 な く と も １ つ が 使 用 さ れ て い る 。 無 機 化 合 物 ５ の 微 粉
体 Ｐ ４ は 、 無 機 化 合 物 ５ が 塊 状 の も の で あ れ ば 、 そ れ を 粉 砕 機 で 微 粉 砕 し て 作 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ２ は 、 図 １ の ペ レ ッ ト １ Ａ の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ａ の 製 造 方
法 は 、 混 練 機 １ １ を 使 用 し て 流 動 性 混 合 物 ６ を 製 造 す る 混 合 物 製 造 工 程 Ｓ １ と 、 造 粒 機 １
２ を 使 用 し て 混 合 物 ６ か ら ペ レ ッ ト １ Ａ を 製 造 す る ペ レ ッ ト 製 造 工 程 Ｓ ２ と か ら 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
混 合 物 製 造 工 程 Ｓ １ で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ と ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 ３ と 植 物
繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ （ 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 ） が 混
練 機 １ １ に 投 入 さ れ る と と も に 、 水 Ｗ が 混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る 。 混 練 機 １ １ で は 、 そ の
内 部 に 設 置 さ れ た ス ク リ ュ （ 図 示 せ ず ） の 回 転 に よ っ て そ れ ら 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ，
Ｐ ４ が 水 Ｗ と と も に 混 練 さ れ 、 粘 性 を 有 す る 粘 土 状 の 流 動 性 混 合 物 ６ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る 水 Ｗ の 割 合 （ 混 合 物 製 造 工 程 で 加 え ら れ る 水 の 重 量 比 ） は 、 混 練
機 １ １ に 投 入 さ れ る 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の 全 重 量 （ 混 合 物 製 造 工 程 で 混 練 さ れ
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る 第 １ お よ び 第 ２ 微 粉 体 の 全 重 量 ） に 対 し て ２ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 に あ る 。 水 Ｗ の 温 度 は 、
１ ～ ３ ０ ℃ の 範 囲 に あ る 。 水 Ｗ に は 、 水 道 水 を 使 用 す る こ と が で き る 。 水 Ｗ に は 、 特 に 限
定 は な く 、 軟 水 や 硬 水 、 純 水 の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る 水 Ｗ の 割 合 が ２ ０ ％ 未 満 で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ や 合 成 樹 脂 ３ 、 植
物 繊 維 ４ 、 無 機 化 合 物 ５ 、 の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ を 十 分 に 混 練 す る こ と が で き
ず 、 流 動 性 混 合 物 ６ を 作 る こ と が で き な い 。 混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る 水 Ｗ の 割 合 が ５ ０ ％
を 超 過 す る と 、 混 合 物 ６ の 粘 性 が 著 し く 低 下 し 、 後 記 す る ペ レ ッ ト 製 造 工 程 Ｓ ２ に お い て
混 合 物 ６ を 加 熱 し て 水 分 を 蒸 発 さ せ る 必 要 が 生 じ る 。 ま た 、 水 分 を 蒸 発 さ せ る た め に 混 合
物 ６ を 加 熱 す る と 、 そ れ に 含 ま れ る 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ が 糊 状 に 変 質 し 、 混 合 物
６ の 粘 性 が 著 し く 増 加 し て し ま う 。 混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る 水 Ｗ の 温 度 が ３ ０ ℃ を 超 過 す
る と 、 混 練 さ れ る 親 水 性 高 分 子 ２ の 種 類 に も よ る が 、 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ が 糊 状
に 変 質 し て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ペ レ ッ ト 製 造 工 程 Ｓ ２ で は 、 混 練 機 １ １ か ら 排 出 さ れ た 混 合 物 ６ が 配 管 １ ３ を 通 っ て ホ ッ
パ １ ４ か ら ス ク リ ュ 押 出 し 造 粒 機 １ ２ の 内 部 に 流 入 す る 。 造 粒 機 １ ２ の 内 部 で は 、 混 合 物
６ が ス ク リ ュ （ 図 示 せ ず ） の 回 転 に よ っ て 加 圧 さ れ な が ら 造 粒 機 １ ２ の 後 端 部 １ ２ ａ か ら
先 端 部 １ ２ ｂ へ 向 か っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
混 合 物 ６ は 、 造 粒 機 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ に 取 り 付 け ら れ た パ ン チ ン グ プ レ ー ト （ 図 示 せ ず
） を 通 っ て 造 粒 機 １ ２ の 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 混 合 物 ６ は 、 パ ン チ ン グ プ レ ー ト に 形 成 さ れ
た 円 形 の 多 数 の 開 孔 に よ っ て 円 柱 状 に 成 形 さ れ る と と も に 、 所 定 の 長 さ に 切 断 さ れ る 。 そ
の 後 、 混 合 物 ６ が 自 然 乾 燥 さ れ 、 多 数 の ペ レ ッ ト １ Ａ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ の 製 造 方 法 で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ や 合 成 樹 脂 ３ 、 植 物 繊 維 ４ 、 無 機 化 合 物 ５
、 の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 水 Ｗ と と も に 十 分 に 混 練 さ れ る の で 、 製 造 さ れ た ペ
レ ッ ト １ Ａ に そ れ ら の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ を 略 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き る
。 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ は 、 粒 子 径 が ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る の で 、 そ れ
ら 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の 比 重 や 嵩 が 大 き く 異 な る こ と は な く 、 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ
２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の い ず れ か が ペ レ ッ ト １ Ａ の 一 部 分 に 偏 在 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ３ は 、 図 １ の ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 作 ら れ る 発 泡 材 ７ の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ る 。
発 泡 材 ７ は 、 押 出 機 １ ５ を 使 用 し て 製 造 さ れ 、 押 出 機 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ に 取 り 付 け ら れ
た ダ イ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 板 状 に 成 型 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
発 泡 材 ７ の 製 造 方 法 で は 、 押 出 機 １ ５ の 後 端 部 １ ５ ａ に 取 り 付 け ら れ た ホ ッ パ １ ６ か ら 多
数 の ペ レ ッ ト １ Ａ が 投 入 さ れ 、 ペ レ ッ ト １ Ａ が 押 出 機 １ ５ の 内 部 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
押 出 機 １ ５ の 内 部 で は 、 ペ レ ッ ト １ Ａ が 加 熱 さ れ る と と も に 、 押 出 機 １ ５ の ス ク リ ュ （ 図
示 せ ず ） の 回 転 に よ っ て ペ レ ッ ト １ Ａ が 加 圧 さ れ な が ら 混 練 さ れ る 。 押 出 機 １ ５ の 内 部 で
は 、 親 水 性 高 分 子 ２ と 合 成 樹 脂 ３ と が 溶 解 し 、 ペ レ ッ ト １ Ａ が 所 定 温 度 の 高 温 流 動 物 （ 図
示 せ ず ） に な る 。 流 動 物 に は 、 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と の 微 粉 体 Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 略 均 一
に 分 散 し て い る 。 な お 、 ペ レ ッ ト １ Ａ は 、 １ ０ ０ ～ ４ ９ ０ Ｎ の 圧 力 で 崩 壊 す る の で 、 ス ク
リ ュ の 回 転 に よ っ て ペ レ ッ ト １ Ａ を 容 易 に 砕 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
押 出 機 １ ５ の 内 部 で ペ レ ッ ト １ Ａ が 高 温 流 動 物 に 変 わ る と 、 ペ レ ッ ト １ Ａ に 含 ま れ る 水 分
が 瞬 時 に 気 化 し 、 水 分 が 気 化 前 の 体 積 の 約 １ ２ ０ ０ 倍 以 上 の 体 積 を 有 す る 蒸 気 に 変 化 す る
。 流 動 物 の 内 部 に は 、 水 分 の 気 化 に よ っ て 多 数 の 気 泡 ８ が 形 成 さ れ る 。 流 動 物 は 、 ダ イ か
ら 押 し 出 さ れ た 瞬 間 に 、 気 泡 ８ の 膨 張 に と も な っ て 所 定 の 倍 率 に 膨 張 す る 。 流 動 物 は 、 ダ
イ か ら 押 し 出 さ れ た 後 、 冷 却 固 化 し て 板 状 の 発 泡 材 ７ と な る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ３ に 示 す 発 泡 材 ７ の 製 造 方 法 で は 、 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 略 均 一 に 分 散 す る
ペ レ ッ ト １ Ａ を 使 用 し て い る の で 、 ペ レ ッ ト １ Ａ を 加 熱 、 混 練 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ
る 流 動 物 に 微 粉 体 Ｐ ３ ， Ｐ ４ を 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き 、 微 粉 体 Ｐ ３ ， Ｐ ４ の い ず れ
か が 製 造 さ れ た 発 泡 材 ７ の 一 部 分 に 偏 在 す る こ と は な く 、 発 泡 材 ７ の 強 度 が 部 分 的 に 低 下
す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
発 泡 材 ７ で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ が 気 泡 ８ を 包 被 す る 膜 を 形 成 す る 。 発 泡 材 ７ の 発 泡 倍 率 は
、 発 泡 前 の 流 動 物 の 単 位 体 積 当 た り ２ ０ ～ ８ ０ 倍 で あ る 。 発 泡 材 ７ の 燃 焼 カ ロ リ ー は 、 ４
５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ の 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
押 出 機 １ ５ で は 、 そ の 内 部 に 進 入 し た ペ レ ッ ト １ Ａ を １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃ に 加 熱 し て い る 。
ペ レ ッ ト １ Ａ の 加 熱 温 度 が １ ５ ０ ℃ 未 満 で は 、 押 出 機 １ ５ の 内 部 に お い て 親 水 性 高 分 子 ２
と 合 成 樹 脂 ３ と の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ が 溶 解 せ ず 、 ペ レ ッ ト １ Ａ を 高 温 流 動 物 に す る こ と が
で き な い 。 ペ レ ッ ト １ Ａ の 加 熱 温 度 が １ ９ ０ ℃ を 超 過 す る と 、 親 水 性 高 分 子 ２ や 合 成 樹 脂
３ 、 植 物 繊 維 ４ の 性 状 が 変 化 し 、 特 に 、 植 物 繊 維 ４ が 黄 ば ん だ り 、 黒 ず ん だ り す る こ と で
、 発 泡 材 ７ が 変 色 し て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ で は 、 そ の 全 重 量 に 対 す る 親 水 性 高 分 子 ２ の 重 量 比 が ５ ～ ６ ９ ． ５ ％ 、 そ の
全 重 量 に 対 す る 合 成 樹 脂 ３ の 重 量 比 が １ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ａ で は 、 そ
の 全 重 量 に 対 す る 植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ 、 そ の 全 重 量 に 対 す る 無 機 化 合 物 ５
の 重 量 比 が ０ ． ５ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ａ の 全 重 量 に 対 す る 親 水 性 高 分 子 ２
の 重 量 比 は 、 ２ ０ ～ ６ ９ ． ５ ％ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 こ の ペ レ ッ ト １ Ａ の 製 造 方 法 で は 、 混 練 機 １ １ で 製 造 さ れ る 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重
量 に 対 す る 親 水 性 高 分 子 ２ の 重 量 比 が ５ ～ ６ ９ ． ５ ％ 、 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重 量 に 対 す る
合 成 樹 脂 ３ の 重 量 比 が １ ０ ～ ５ ０ ％ 、 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重 量 に 対 す る 植 物 繊 維 ４ の 重 量
比 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ 、 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重 量 に 対 す る 無 機 化 合 物 ５ の 重 量 比 が ０ ． ５ ～ ３
５ ％ の 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
親 水 性 高 分 子 ２ の 重 量 比 が ５ ％ 未 満 で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ の 接 着 機 能 を 十 分 に 利 用 す る こ
と が で き な い の で 、 親 水 性 高 分 子 ２ に よ っ て 合 成 樹 脂 ３ と 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と を
接 着 す る こ と が で き ず 、 所 定 形 状 の ペ レ ッ ト １ Ａ を 製 造 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
合 成 樹 脂 ３ の 重 量 比 が １ ０ ％ 未 満 で は 、 ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 製 造 さ れ た 発 泡 材 ７ の 強 度 が 著
し く 低 下 し 、 発 泡 材 ７ が 容 易 に 破 損 し て し ま う 。 合 成 樹 脂 ３ の 重 量 比 が ５ ０ ％ を 超 過 す る
と 、 ペ レ ッ ト １ Ａ の 燃 焼 カ ロ リ ー が 増 加 し 、 そ の 結 果 、 ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 製 造 さ れ る 発 泡
材 ７ の 燃 焼 カ ロ リ ー が ６ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ を 超 え て し ま う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ２ ０ ％ 未 満 か つ 無 機 化 合 物 ５ の 重 量 比 が ０ ． ５ ％ 未 満 で は 、 ペ レ ッ
ト １ Ａ の 燃 焼 カ ロ リ ー を 低 下 さ せ る こ と が で き ず 、 ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 製 造 さ れ た 発 泡 材 ７
の 燃 焼 カ ロ リ ー を 低 下 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ６ ０ ％ 超 過 し 、 ま た は 、 無 機 化 合 物 ５ の 重 量 比 が ３ ５ ％ を 超 過 す る
と 、 加 熱 し て も 流 動 性 を 示 さ な い 植 物 繊 維 ４ や 無 機 化 合 物 ５ が 押 出 機 １ ５ の 内 部 に お け る
流 動 物 の 流 動 性 を 妨 げ 、 定 量 の 流 動 物 を ダ イ か ら 押 し 出 す こ と が で き ず 、 流 動 物 の 押 出 不
良 が 生 じ る 。 ま た 、 ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 発 泡 材 ７ を 製 造 す る と き に 、 植 物 繊 維 ４ が ダ イ の 一
部 分 に 集 中 し 、 そ れ に よ っ て ダ イ が 目 詰 ま り を 起 こ す 場 合 が あ る の で 、 発 泡 材 ７ を 長 時 間
連 続 し て 製 造 す る こ と が 困 難 に な る 。 さ ら に 、 ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 製 造 さ れ る 発 泡 材 ７ の 強
度 が 低 下 し て し ま う 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ は 、 そ の 全 重 量 に 対 す る 水 分 量 が ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ａ の
水 分 量 が ５ ％ 未 満 で は 、 ペ レ ッ ト １ Ａ を 使 用 し て 発 泡 材 ７ を 製 造 す る と き に 、 押 出 機 １ ５
の 内 部 に お け る 高 温 流 動 物 の 発 泡 が 不 十 分 と な り 、 ペ レ ッ ト １ Ａ か ら 製 造 さ れ る 発 泡 材 ７
の 発 泡 倍 率 が ２ ０ ％ 以 下 に な っ て し ま う 。 ペ レ ッ ト １ Ａ の 水 分 量 が ３ ０ ％ を 超 過 す る と 、
ペ レ ッ ト １ Ａ が 著 し く 脆 弱 と な り 、 そ れ が １ ０ ０ Ｎ 未 満 の 圧 力 で 容 易 に 崩 壊 し 、 そ の 形 態
を 保 持 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ペ レ ッ ト １ Ａ の 長 さ が １ ０ ． ０ ｍ ｍ を 超 過 か つ 直 径 が ５ ． ０ ｍ ｍ を 超 過 す る と 、 ペ レ ッ ト
１ Ａ が 必 要 以 上 に 大 き く な り 、 押 出 機 １ ５ の 内 部 に お い て ペ レ ッ ト １ Ａ が 迅 速 に 崩 壊 か つ
溶 解 せ ず 、 押 出 機 １ ５ の ス ク リ ュ の 噛 み 込 み 不 良 や ス ク リ ュ の 回 転 に 脈 動 が 生 じ 、 押 出 機
１ ５ の 内 部 に お い て 流 動 物 が 発 泡 過 剰 や 発 泡 不 良 を 起 こ し て し ま う 場 合 が あ る 。 ペ レ ッ ト
１ Ａ の 嵩 比 重 が ０ ． ２ 未 満 で は 、 押 出 機 １ ５ の ス ク リ ュ が 空 回 り を 起 こ し 、 ス ク リ ュ の 回
転 に 脈 動 が 生 じ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
親 水 性 高 分 子 ２ や 合 成 樹 脂 ３ 、 植 物 繊 維 ４ 、 無 機 化 合 物 ５ 、 の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ，
Ｐ ４ の 粒 子 径 が ３ ０ μ ｍ 未 満 で は 、 そ れ ら を ３ ０ μ ｍ 未 満 の 粒 子 径 に 加 工 す る た め に 複 数
の 粉 砕 工 程 を 必 要 と す る の で 、 ペ レ ッ ト １ Ａ の 生 産 コ ス ト が 上 昇 し て し ま う 。 そ れ ら の 微
粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の 粒 子 径 が ２ ０ ０ μ ｍ を 超 過 す る と 、 ペ レ ッ ト １ Ａ の 製 造 時
に 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 分 散 不 良 を 起 こ し 、 ペ レ ッ ト １ Ａ に そ れ ら 微 粉 体 Ｐ １
， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ を 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ４ は 、 他 の 一 例 と し て 示 す ペ レ ッ ト １ Ｂ の 斜 視 図 で あ る 。 こ の ペ レ ッ ト １ Ｂ は 、 図 １ の
そ れ と 同 様 に 、 押 出 成 形 の 技 術 を 利 用 し て 作 ら れ る 発 泡 材 ７ （ 成 型 品 ） の 原 料 を 構 成 す る
（ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の ペ レ ッ ト １ Ｂ は 、 親 水 性 高 分 子 ２ か ら 形 成 さ れ た 微 粉 体 Ｐ １ （ 第 １ 微 粉 体 ） と 、 植 物
繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と か ら 形 成 さ れ た 微 粉 体 Ｐ ３ ， Ｐ ４ （ 第 ２ 微 粉 体 ） と を 所 定 の 割 合
で 混 合 し た 混 合 物 で あ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 ペ レ ッ ト １ Ｂ は 、 角 柱 状 を 呈 す る 固 形 物 で あ り 、
所 定 量 の 水 分 を 含 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ペ レ ッ ト １ Ｂ の 全 重 量 に 対 す る 水 分 量 や ペ レ ッ ト １ Ｂ の 嵩 比 重 は 、 図 １ の そ れ ら と 同 一 で
あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ｂ は 、 １ ０ ０ ～ ４ ９ ０ Ｎ の 圧 力 で 崩 壊 す る と と も に 、 １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃
の 温 度 で 溶 解 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ペ レ ッ ト １ Ｂ に は 、 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ 、 植 物 繊 維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ３ 、 無 機 化 合 物
５ の 微 粉 体 Ｐ ４ 、 の 各 々 が 略 均 一 に 分 散 し て い る 。 そ れ ら 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ は 、 そ
の 粒 子 径 が ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る 。 親 水 性 高 分 子 ２ や 植 物 繊 維 ４ 、 無 機 化 合 物 ５
に は 、 図 １ の そ れ ら と 同 一 の 素 材 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ５ は 、 図 ４ の ペ レ ッ ト １ Ｂ の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ る 。 こ の ペ レ ッ ト １ Ｂ の 製
造 方 法 は 、 図 １ の そ れ と 同 様 に 、 混 練 機 １ １ を 使 用 し て 流 動 性 混 合 物 ６ を 製 造 す る 混 合 物
製 造 工 程 Ｓ １ と 、 造 粒 機 １ ２ を 使 用 し て 混 合 物 ６ か ら ペ レ ッ ト １ Ｂ を 製 造 す る ペ レ ッ ト 製
造 工 程 Ｓ ２ と か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
混 合 物 製 造 工 程 Ｓ １ で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ と 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と の 微 粉 体 Ｐ １ ，
Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 混 練 機 １ １ に 投 入 さ れ る と と も に 、 水 Ｗ が 混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る 。 混 練 機
１ １ の 内 部 で は 、 ス ク リ ュ の 回 転 に よ っ て そ れ ら 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 水 Ｗ と と も に
混 練 さ れ 、 粘 性 を 有 す る 粘 土 状 の 流 動 性 混 合 物 ６ が 製 造 さ れ る 。 混 練 機 １ １ に 注 入 さ れ る
水 Ｗ の 割 合 （ 混 合 物 製 造 工 程 で 加 え ら れ る 水 の 重 量 比 ） や 水 Ｗ の 温 度 は 、 図 ２ の そ れ ら と
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同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ペ レ ッ ト 製 造 工 程 Ｓ ２ で は 、 混 合 物 ６ が 配 管 １ ３ を 通 っ て ホ ッ パ １ ４ か ら ス ク リ ュ 押 出 し
造 粒 機 １ ２ の 内 部 に 流 入 す る 。 造 粒 機 １ ２ の 内 部 で は 、 混 合 物 ６ が ス ク リ ュ （ 図 示 せ ず ）
の 回 転 に よ っ て 加 圧 さ れ な が ら 造 粒 機 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ へ 向 か っ て 移 動 す る 。 混 合 物 ６
は 、 造 粒 機 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ に 取 り 付 け ら れ た パ ン チ ン グ プ レ ー ト （ 図 示 せ ず ） か ら 造
粒 機 １ ２ の 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 混 合 物 ６ は 、 パ ン チ ン グ プ レ ー ト に 形 成 さ れ た 四 角 形 の 多
数 の 開 孔 に よ っ て 角 柱 状 に 成 形 さ れ る と と も に 、 所 定 の 長 さ に 切 断 さ れ る 。 そ の 後 、 混 合
物 ６ が 自 然 乾 燥 さ れ 、 多 数 の ペ レ ッ ト １ Ｂ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ペ レ ッ ト １ Ｂ の 製 造 方 法 で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ や 植 物 繊 維 ４ 、 無 機 化 合 物 ５ 、 の 微 粉 体 Ｐ
１ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 水 Ｗ と と も に 十 分 に 混 練 さ れ る の で 、 製 造 さ れ た ペ レ ッ ト １ Ｂ に そ れ ら
の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ を 略 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４
は 、 粒 子 径 が ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る の で 、 そ れ ら 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の 比 重
や 嵩 が 大 き く 異 な る こ と は な く 、 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ の い ず れ か が ペ レ ッ ト １ Ａ の 一
部 分 に 偏 在 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
図 ６ は 、 図 ４ の ペ レ ッ ト １ Ｂ か ら 作 ら れ る 発 泡 材 ７ の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ る 。
発 泡 材 ７ は 、 押 出 機 １ ５ を 使 用 し て 製 造 さ れ 、 押 出 機 １ ５ に 取 り 付 け ら れ た ダ イ （ 図 示 せ
ず ） か ら 押 し 出 す こ と に よ っ て 板 状 に 成 型 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
押 出 機 １ ５ の ホ ッ パ １ ６ に は 、 多 数 の ペ レ ッ ト １ Ｂ と と も に 所 定 量 の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱
可 塑 性 合 成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ が 投 入 さ れ る 。 押 出 機 １ ５ の 内 部 で は 、 ペ レ ッ ト １ Ｂ と 合
成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ と が 加 熱 さ れ る と と も に 、 押 出 機 １ ５ の ス ク リ ュ （ 図 示 せ ず ） の 回
転 に よ っ て そ れ ら が 混 練 さ れ 、 親 水 性 高 分 子 ２ と 合 成 樹 脂 ３ と の 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ２ が 溶 解
し て 所 定 温 度 の 高 温 流 動 物 に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
押 出 機 １ ５ の 内 部 で は 、 ペ レ ッ ト １ Ｂ に 含 ま れ る 水 分 が 瞬 時 に 気 化 し 、 水 分 が 気 化 前 の 単
位 体 積 の 約 １ ２ ０ ０ 倍 以 上 の 体 積 を 有 す る 気 体 に 変 化 す る こ と で 、 流 動 物 の 内 部 に 多 数 の
気 泡 ８ が 形 成 さ れ る 。 流 動 物 は 、 ダ イ か ら 押 し 出 さ れ る 瞬 間 に 、 気 泡 ８ が 膨 張 す る こ と に
と も な っ て 所 与 倍 率 に 膨 張 す る 。 流 動 物 は 、 ダ イ か ら 押 し 出 さ れ た 後 、 冷 却 固 化 し て 板 状
の 発 泡 材 ７ と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
発 泡 材 ７ で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ が 気 泡 ８ を 包 被 す る 膜 を 形 成 す る 。 発 泡 材 ７ の 発 泡 倍 率 は
、 発 泡 前 の 流 動 物 の 単 位 体 積 当 た り ２ ０ ～ ８ ０ 倍 で あ る 。 発 泡 材 ７ の 燃 焼 カ ロ リ ー は 、 ４
５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ｂ と 微 粉 体 Ｐ ２ と に 対 す る 押
出 機 １ ５ の 加 熱 温 度 は 、 図 ３ の そ れ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 ６ に 示 す 発 泡 材 ７ の 製 造 方 法 で は 、 微 粉 体 Ｐ １ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ が 略 均 一 に 分 散 す る ペ レ ッ
ト １ Ｂ と 合 成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ と を 使 用 し て い る の で 、 ペ レ ッ ト １ Ａ を 加 熱 、 混 練 す る
こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 流 動 物 に 微 粉 体 Ｐ ３ ， Ｐ ４ を 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き 、 製 造
さ れ た 発 泡 材 ７ の 一 部 分 に 微 粉 体 Ｐ ３ ， Ｐ ４ の い ず れ か が 偏 在 す る こ と は な く 、 発 泡 材 ７
の 強 度 が 部 分 的 に 低 下 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ の ペ レ ッ ト １ Ｂ で は 、 そ の 全 重 量 に 対 す る 親 水 性 高 分 子 ２ の 重 量 比 が ５ ～ ６ ９ ． ５ ％ 、
そ の 全 重 量 に 対 す る 植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ 、 そ の 全 重 量 に 対 す る 無 機 化 合 物
５ の 重 量 比 が ０ ． ５ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 に あ る 。 ペ レ ッ ト １ Ｂ の 全 重 量 に 対 す る 親 水 性 高 分 子
２ の 重 量 比 は 、 ２ ０ ～ ６ ９ ． ５ ％ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
な お 、 こ の ペ レ ッ ト １ Ｂ の 製 造 方 法 で は 、 混 練 機 １ １ で 製 造 さ れ る 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重
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量 に 対 す る 親 水 性 高 分 子 ２ の 重 量 比 が ５ ～ ６ ９ ． ５ ％ 、 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重 量 に 対 す る
植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ 、 流 動 性 混 合 物 ６ の 全 重 量 に 対 す る 無 機 化 合 物 ５ の 重
量 比 が ０ ． ５ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
親 水 性 高 分 子 ２ の 重 量 比 が ５ ％ 未 満 で は 、 親 水 性 高 分 子 ２ の 接 着 力 が 低 下 し 、 親 水 性 高 分
子 ２ に よ っ て 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と を 接 着 す る こ と が で き ず 、 所 定 形 状 の ペ レ ッ ト
１ Ｂ を 製 造 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ２ ０ ％ 未 満 か つ 無 機 化 合 物 ５ の 重 量 比 が ０ ． ５ ％ 未 満 で は 、 ペ レ ッ
ト １ Ｂ の 燃 焼 カ ロ リ ー を 低 下 さ せ る こ と が で き ず 、 そ の 結 果 、 ペ レ ッ ト １ Ｂ か ら 製 造 さ れ
る 発 泡 材 ７ の 燃 焼 カ ロ リ ー が ６ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ を 超 え て し ま う 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
植 物 繊 維 ４ の 重 量 比 が ６ ０ ％ 超 過 し 、 ま た は 、 無 機 化 合 物 ５ の 重 量 比 が ３ ５ ％ を 超 過 す る
と 、 加 熱 し て も 流 動 性 を 示 さ な い 植 物 繊 維 ４ や 無 機 化 合 物 ５ が 押 出 機 １ ５ の 内 部 に お け る
流 動 物 の 流 動 性 を 妨 げ 、 定 量 の 流 動 物 を ダ イ か ら 押 し 出 す こ と が で き ず 、 流 動 物 の 押 出 不
良 が 生 じ る 。 ま た 、 ペ レ ッ ト １ Ｂ か ら 発 泡 材 ７ を 製 造 す る と き に 、 植 物 繊 維 ４ が ダ イ の 一
部 分 に 集 中 し 、 そ れ に よ っ て ダ イ が 目 詰 ま り を 起 こ す 場 合 が あ る の で 、 発 泡 材 ７ を 長 時 間
連 続 し て 製 造 す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
ペ レ ッ ト １ Ｂ か ら 発 泡 材 ７ を 製 造 す る 製 造 方 法 に お い て 、 押 出 機 １ ５ に 投 入 す る 合 成 樹 脂
３ の 重 量 比 は 、 押 出 機 １ ５ に 投 入 す る ペ レ ッ ト １ Ｂ の 全 重 量 に 対 し て １ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲
に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
ペ レ ッ ト は 、 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ （ 第 １ 微 粉 体 ） と 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性
合 成 樹 脂 ３ と 植 物 繊 維 ４ と 無 機 化 合 物 ５ と の う ち か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ つ の 微 粉 体
Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， Ｐ ４ （ 第 ２ 微 粉 体 ） と を 混 合 し た 混 合 物 で あ れ ば よ い 。 た と え ば 、 ペ レ ッ ト
が 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ と 合 成 樹 脂 ３ の 微 粉 体 Ｐ ２ と の 混 合 物 、 ペ レ ッ ト が 親 水 性
高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ と 植 物 繊 維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ３ と の 混 合 物 、 ペ レ ッ ト が 親 水 性 高 分 子 ２
の 微 粉 体 Ｐ １ と 無 機 化 合 物 ５ の 微 粉 体 Ｐ ４ と の 混 合 物 で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 ペ レ ッ ト
が 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ と 合 成 樹 脂 ３ お よ び 植 物 繊 維 ４ の 微 粉 体 Ｐ ２ ， Ｐ ３ と の 混
合 物 、 ペ レ ッ ト が 親 水 性 高 分 子 ２ の 微 粉 体 Ｐ １ と 合 成 樹 脂 ３ お よ び 無 機 化 合 物 ５ の 微 粉 体
Ｐ ２ ， Ｐ ４ と の 混 合 物 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ペ レ ッ ト は 、 そ の 形 状 を 図 示 の 円 柱 状 や 角 柱 状 に 限 定 す る も の で は な く 、 ペ レ ッ ト の 製 造
工 程 に お い て そ の 形 状 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る ペ レ ッ ト は 、 親 水 性 高 分 子 か ら 形 成 さ れ た 微 粉 体 （ 第 １ 微 粉 体 ） と 、 ポ リ オ
レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 と 植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 形 成
さ れ た 微 粉 体 （ 第 ２ 微 粉 体 ） と を 混 合 し た 混 合 物 で あ り 、 そ れ ら 微 粉 体 が ペ レ ッ ト に 略 均
一 に 分 散 し て い る 。 こ の ペ レ ッ ト は 、 そ れ を 形 成 す る 微 粉 体 の 粒 子 径 が ３ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ
の 範 囲 に あ り 、 そ れ ら 微 粉 体 の 比 重 や 嵩 が 大 き く 異 な る こ と は な く 、 親 水 性 高 分 子 や 合 成
樹 脂 、 植 物 繊 維 、 無 機 化 合 物 の 微 粉 体 の い ず れ か が ペ レ ッ ト の 一 部 分 に 偏 在 す る こ と は な
い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
こ の ペ レ ッ ト は 、 そ れ を 使 用 し て 成 型 品 を 製 造 す る と き に 、 押 出 機 の 内 部 に お け る 微 粉 体
の 分 散 不 良 を 防 ぐ こ と が で き 、 植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と の 微 粉 体 の い ず れ か が 成 型 品 の 一
部 分 に 偏 在 す る こ と は な く 、 成 型 品 の 強 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
こ の ペ レ ッ ト は 、 そ の 全 重 量 に 対 す る 水 分 含 有 量 が ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 に あ り 、 ペ レ ッ ト を
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押 出 機 に 投 入 す る と 、 ペ レ ッ ト が 溶 解 し て 高 温 の 流 動 物 に な る と と も に 水 分 が 気 化 し 、 流
動 物 に 多 数 の 気 泡 が 形 成 さ れ る の で 、 ペ レ ッ ト を 使 用 し て 容 易 に 発 泡 材 を 製 造 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
植 物 繊 維 と 無 機 化 合 物 と を 含 有 す る ペ レ ッ ト は 、 そ れ が 合 成 樹 脂 の み か ら 形 成 さ れ て い る
場 合 と 比 較 し 、 ペ レ ッ ト か ら 製 造 さ れ た 成 型 品 の 焼 却 時 に お け る 燃 焼 カ ロ リ ー を 低 下 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
本 発 明 に 係 る ペ レ ッ ト の 製 造 方 法 で は 、 ペ レ ッ ト を 形 成 す る 微 粉 体 を 均 一 に 分 散 さ せ る こ
と が で き 、 ペ レ ッ ト に お け る 微 粉 体 の 偏 在 を 防 ぐ こ と が で き る 。 ゆ え に 、 押 出 機 を 使 用 し
て ペ レ ッ ト か ら 成 型 品 を 製 造 す る と き に 、 押 出 機 の 内 部 で 流 動 す る 流 動 物 に 微 粉 体 が 均 一
に 分 散 し 、 定 量 の 流 動 物 を 押 出 機 の ダ イ か ら 円 滑 に 押 し 出 す こ と が で き 、 ダ イ が 目 詰 ま り
を 起 こ す こ と も な く 、 押 出 機 を 使 用 し て 成 型 品 を 長 時 間 連 続 し て 作 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 一 例 と し て 示 す ペ レ ッ ト の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ペ レ ッ ト の 製 造 方 法 の 一 例 を 示 す 工 程 概 略 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の ペ レ ッ ト か ら 作 ら れ る 発 泡 材 の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 概 略 図 。
【 図 ４ 】 他 の 一 例 と し て 示 す ペ レ ッ ト の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ペ レ ッ ト の 製 造 方 法 の 一 例 を 示 す 工 程 概 略 図 。
【 図 ６ 】 図 ４ の ペ レ ッ ト か ら 作 ら れ る 発 泡 材 の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ Ａ 　 　 　 　 　 　 ペ レ ッ ト
１ Ｂ 　 　 　 　 　 　 ペ レ ッ ト
２ 　 　 　 　 　 　 　 親 水 性 高 分 子
３ 　 　 　 　 　 　 　 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 合 成 樹 脂
４ 　 　 　 　 　 　 　 植 物 繊 維
５ 　 　 　 　 　 　 　 無 機 化 合 物
６ 　 　 　 　 　 　 　 流 動 性 混 合 物
７ 　 　 　 　 　 　 　 発 泡 材 （ 成 型 品 ）
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 混 練 機
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 造 粒 機
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 押 出 機
Ｌ １ 　 　 　 　 　 　 　 長 さ
Ｌ ２ 　 　 　 　 　 　 　 直 径
Ｐ １ 　 　 　 　 　 　 　 親 水 性 高 分 子 の 微 粉 体 （ 第 １ 微 粉 体 ）
Ｐ ２ 　 　 　 　 　 　 　 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 合 成 樹 脂 の 微 粉 体 （ 第 ２ 微 粉 体 ）
Ｐ ３ 　 　 　 　 　 　 　 植 物 繊 維 の 微 粉 体 （ 第 ２ 微 粉 体 ）
Ｐ ４ 　 　 　 　 　 　 　 無 機 化 合 物 の 微 粉 体 （ 第 ２ 微 粉 体 ）
Ｓ １ 　 　 　 　 　 　 　 混 合 物 製 造 工 程
Ｓ ２ 　 　 　 　 　 　 　 ペ レ ッ ト 製 造 工 程
Ｗ 　 　 　 　 　 　 　 水
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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